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「地域を学んでのこさずたべよう事業」における
活動の成果と課題
若本　ゆかり※
Achievements and Future Challenges of Okayama’s “Learning about Our 
Community and ‘Eat It Up’ Initiative”
Yukari Wakamoto
　As part of the “Learning about our community and Eat It Up initiative” (2018) 
in Okayama prefecture, one objective was to provide an opportunity for younger 
generations to become aware of, and take steps to reduce, food loss. University students 
were asked to develop and conduct a lesson on food loss for elementary school students 
as a hands-on practical activity. The content was to cover a study of the soil, climate, 
and natural features of the local community and based on these results, to relay this 
knowledge in a way that could be understood by elementary school students. Moreover, 
ensure that lessons would fully incorporate the perspectives and ideas of the university 
students. 
　Achievements and future challenges resulting from a series of activities, including 
fieldwork, in the respective local region, the proposal of lesson plans, and the actual 
administration of lessons were discussed.
Keywords: food loss, food waste, fieldwork
キーワード：食品ロス，食べ残し，フィールドワーク
※　本学人間生活学部食品栄養学科
１．緒　言
　まだ食べられるのに廃棄されている食べ
物の量を示す食品ロス量は、我が国では年
間約 643 万トンにものぼり 1）、削減に向け
ての対策が急務となっている。一般家庭で
の日々の買い物や調理の際の対策として
は、買い物の前に冷蔵庫の中の在庫を確認
し、買いすぎないようにする。調理のとき
は、食べられる分だけ作るようにする。な
どが推奨されている 2）。
　このような状況の中、今回参加した岡山
県の「地域を学んでのこさずたべよう事
業」（平成 30 年度）3）は、若い世代に食品
ロスの削減について意識してもらう機会を
与え、削減にむけた取り組みにつなげるこ
とを目的としている。大学生が主体となり、
小学生を対象とした食品ロスの削減につい
ての授業を考えて、実施するというもので
ある。フィールドワークを通して対象地域
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く、昔から人々の集う場にもあるはずであ
る。F 地区には藤戸寺、天城教会など古い
歴史を持ち幅広い世代が集う場があった。
歴史と人と食との結びつきについても何か
今回の授業につながるものがあると考え、
フィールドワークでは①藤戸寺、②藤戸饅
頭本舗、③日本キリスト教団天城教会、④
丸倉青果物協同荷受組合、⑤倉敷ホーリネ
スチャーチを訪問しヒアリング調査を実施
することにした。調査は 2018 年 5 月〜 9
月にかけて行った。
　調査結果をもとに授業展開を考え、2018
年 11 月 8 日および 9 日に授業を行った。
　なお、本報告の写真は、掲載についての
許諾を得て使用している。
３．結　果
（1）アンケート結果
　アンケートの回収数は 98 枚（有効回答
率 95.1%）であった。「給食を残さず食べ
ていますか」という質問では、「残さず食
べている」が 56 名（57.1%）、「ときどき残
す」が 38 名（38.8%）、「いつも残す」が 4
名（4.1%）であった（図 1）。
図 1　給食を残さず食べていますか
　「ときどき残す」と「いつも残す」と答
えた計 42 名に「給食を残す理由」を質問
の土壌・気候・風土等を調べ、その結果を
もとに、小学生にわかりやすい教材作成と
授業内容を立案すること、内容は若者の視
点や発想を生かしたものであることが求め
られていた。
　対象地域でのフィールドワーク、授業内
容の立案、そして授業の実施という一連の
活動を通して、得られた成果と課題につい
て報告する。
２．方　法
　今回の対象は、調査対象地域にある A
小学校 2 年生 3 クラス 103 名であった。児
童には給食についての自記式アンケート調
査を 2018 年 6 月に実施した。
　調査対象地域である岡山県 F 地区は、
源平藤戸合戦にちなんだ史跡が随所に残る
地域である。出前授業を行う A 小学校周
辺にも藤戸寺や経ヶ島がある。小学校の前
を流れる倉敷川にかかるもりつな橋には名
前の由来となった佐々木盛綱の像がある。
フィールドワークでは、まずこのような F
地区を知ることから始まった。
　この一帯は、源平藤戸合戦・佐々木盛綱
先陣大絵図にも描かれているように、かっ
ては吉備の穴海と呼ばれた内海であった。
高梁川による土砂の堆積と干拓によって造
成された土地が広がり、以前は綿花やいぐ
さの栽培が盛んな地域であった 4）。その後
次第に宅地化が進み、現在はほとんど住宅
地となっている。農作物が育っている様子
を身近に目にする機会も、収穫体験など農
作物に触れる機会も減っている。当初は食
品が生まれてくる地域の土壌・気候・風土
等についてフィールドワークを行い、その
土地で収穫される農産物等を中心に調べる
予定であった。しかし現在の F 地区には
農地自体が少ない。
　その土地に結びつきの深い食べ物は、そ
の土地で収穫される産物としてだけではな
① 残さず食べている  ②ときどき残す
③ いつも残す
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リングを行った。
　土砂加持法会では祭壇に御精進供として
野菜が供えられていた（写真 2）。今回は
人参、大根、トマト、カリフラワーが供え
られていたが、この他にも、さつまいも、
きゃべつ、かぼちゃもある。紙に包まれて
いるのは高野豆腐である。
写真 2　御精進供
　御精進供は基本的に調理していない「生」
の素材（野菜）だが、乾物を一つ加えるこ
ともあり、高野豆腐の他にも寒天やかん
ぴょうが供えられることもある。またよい
香りが仏様に届くようにという思いをこめ
て、大根や人参の先をななめに切って供え
ている。
②藤戸饅頭本舗　
　藤戸饅頭は、酒粕を毎朝しぼって作る甘
酒と小麦粉が原料の薄皮で、こしあんを包
んで蒸した饅頭である。饅頭の起源や現在
に至るまでの工夫、伝統を守る苦労等につ
いてヒアリングを行った。
　1184 年（寿永 3 年）の源平藤戸合戦で
は、佐々木盛綱は浅瀬を馬で渡り、対岸
の平家のいる所までたどり着き先陣の功
をたてることができた。しかし浅瀬を教
えてくれた浦人を盛綱は口封じのために
切り捨てた。この浦人の供養が藤戸寺で
行われた際に、近くの民家から供えられ
た饅頭が藤戸饅頭の起源と伝えられてい
したところ、「量が多い」が 18 名（42.9%）、
「嫌いなものがある」「時間がない」がそれ
ぞれ 17 名（40.5%）、「食べたことのないも
のが出ている」が 9 名（21.4%）であった（図
2）。
図 2　給食を残す理由
（2）フィールドワークより
①藤戸寺　
　藤戸寺は 1184 年（寿永 3 年）の源平藤
戸合戦ゆかりの、高野山真言宗派の寺院で
ある 5）（写真 1）。
写真 1　藤戸寺
　主な年中行事として、250 年以上続く先
祖供養の法要である「土砂加持法会」や、
6 月中旬頃には「沙羅の花を観る会」が開
催され多くの参拝者が訪れている。こう
いった行事にまつわる食べ物についてヒア
① きらいなものがある　② 量が多い　③ おいしくない
④ 食べる時間がない　⑤ おなかがすいていない
⑥ 食べたことのないものが出ている　⑦ その他
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写真 4　日本キリスト教団天城教会
　毎週日曜日には礼拝があり、その後、昼
食会が行われている。この昼食会の経緯に
ついてヒアリングを行った。
　今から二代ほど前の牧師が就任していた
頃、礼拝参加者が数名しかいない時期が
あった。この時の信徒の女性が、自宅に
戻っても自分一人で食べるだけなので、み
んなで一緒に食べましょうと、昼食として
お弁当を持参したことが始まりである。そ
の後次第に礼拝の参加者数が増え、その女
性一人が人数分の食事を用意するのが大変
となったため、当番制で昼食会を開くよう
になったという。
　昼食会は、一人だけでなく皆が集って共
に食事をする共食の場として始められたも
のだった。昼食会の食材は、信徒が自宅で
栽培したものを持ち寄って調達することも
ある。料理する際に出た生ゴミは土に還す、
洗剤は必要以上に使わないなど、食品ロス
や自然環境に配慮した取り組みが行われて
いた。
④丸倉青果物協同荷受組合
　丸倉青果物協同荷受組合は学校給食で扱
う青果物の調達・納入を担っている（写真
5）。
る。元禄時代頃までは藤戸寺の境内の茶
店で売られていたのが、江戸時代に入る
とまんぢゅう小屋で売られるようになり、
その後、江戸時代末期の 1860 年（万延元年）
に現在の地に藤戸饅頭本舗として店が構
えられた 6）（写真 3）。
写真 3　藤戸饅頭本舗
　始めはもちのようなもので、あんこも
入っていないものだったという。その後、
三代目当主が全国を旅して饅頭作りを学
び、今の藤戸饅頭の原型が作られ、現在に
至っている。また現在では、安心・安全に
も力を入れており饅頭も一つずつ個別包装
する、遠方から商品発送の要望があった際
には保冷パックにするなどして対応してい
る。長い歴史の中でこれまでの伝統は守り
つつも、時代の変化に合わせて対応してき
たことが、地域の人々に長く支持されてい
る理由だと考えられた。
③日本キリスト教団天城教会　
　1884 年 11 月 19 日 設 立 さ れ た キ リ ス
ト教会であり、礼拝堂および教会敷地は
1981 年 4 月に岡山県より史跡指定を受け
ている。岡山県内に現存するキリスト教の
教会としては、高梁キリスト教会に次いで
2 番目に古く、白いペンキが塗られた外壁
に屋根の下にはピンクの飾り板がめぐらさ
れた疑洋風建築である 7）8）（写真 4）。
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写真 5　丸倉青果物協同荷受組合
（倉敷地方卸売市場内）
　毎日の食材調達についてヒアリングを
行った。 異物混入防止や品質保持のため
の対策はもちろんのこと、市からの要望に
応じた地域の食材を、指定された量を確保
して、指定された場所に、指定された時間
内に納入しなければならない。ヒアリング
時は 2018 年 8 月であり、7 月の西日本豪
雨被害を受けた直後であった。このような
自然災害発生時には、昨年通りの地産地消
給食のための食材確保がかなり困難な状況
となるという。また野菜の皮、根、芯、軸
などは未利用のまま廃棄されており、その
量は野菜全体の約 3 分の 1 にあたる。農家
が苦労して育てた作物なので、この未利用
部分をなんとか活用できないかと考え、最
近は加工に力を入れている。形が悪く商品
にならない野菜も加工して販売すること
で、農家に成果を還元したいと考えている。
　生産者である農家、市からの要望、さらに
給食を食べる子どもたちのためにと、食材に
こめられた様々な思いを聞くことができた。
⑤倉敷ホーリネスチャーチ　
　倉敷ホーリネスチャーチは 1992 年 9 月、
家庭集会から始まった教会であり 9）、第 2
と第 4 日曜日の礼拝後に食事会（愛餐会）
が開催されている。この愛餐会と子ども食
堂の取り組みについてヒアリングを行った
写真 6　倉敷ホーリネスチャーチ
（写真 6）。
　先に訪問した天城教会の礼拝は、礼拝堂
の厳かな雰囲気の中で行われており、参加
者は比較的高齢の方であったが、倉敷ホー
リネスチャーチの礼拝は民家の一室で行わ
れており、参加者は子どもから大人まで幅
広い年齢が一堂に会し、アットホームな雰
囲気であった。
　愛餐会は食べ物を持ち寄り、食事をとり
ながら今後の教会運営について話し合って
いたことが始まりであり、20 年ほど続い
ている。礼拝だけでは話をする時間が十分
に取れないが、愛餐会を行うことで、その
時間の確保もできるという。訪問時の愛餐
会では様々な年齢の方々が談笑しながら食
卓についていた。年齢は様々でも、食事を
共にとり、会話をすることによって、価値
観を広げられる場となっているという。
　子ども食堂の取り組みも、近年は共働き
の家庭が増え、そこから生じる食の問題を
身近な子どもから感じたことがきっかけで
あった。孤食などの問題や食環境によって
不安な気持ちになる子どもたちの心を食事
でフォローしたい、教会を子どもたちが
育った場所、戻れる場所にしたい、誰かと
一緒に食事をすることの大切さを子どもた
ちに知ってもらいたい、という思いを聞く
ことができた。
　フィールドワークで得られた内容をまと
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写真 8　絵図を使って場所の説明
　紹介は 2 年生にとって難しい内容になら
ないよう、適宜クイズを取り入れながら進
めた。さらに藤戸寺を訪れた時には藤戸饅
頭でなく、こんなものが供えられていた
として「御精神供（野菜）」の写真を見せ、
供えられていた野菜の種類と意味を説明
した。
②「感謝の心」
　「御精神供（野菜）」の説明の後、先週の
給食メニューの写真を見せ、この給食の中
に入っている食材をクイズ形式にして答え
てもらった（写真 9）。
写真 9　給食に使われている食材クイズ
　続いて丸倉青果物協同荷受組合での調査
から、給食がどのように作られているか確
認してもらえる展開を考えた。給食の中に
は野菜だけではなくたくさんの食材が使わ
めると、地域、風土、食材、人々の思い、
共生（共食）、安全という 6 つの要素があ
げられた。これらの要素を取り入れつつ、
①「地域を知ろう」、②「感謝の心」、③「残
さず食べよう」という授業展開を考えるこ
とにした。
（3）授業展開
①「地域を知ろう」
　授業の導入では、A 小学校すぐそばにあ
るもりつな橋の盛綱像と藤戸寺、藤戸饅頭
本舗を取り上げた。盛綱像の紹介では、盛
綱像とは異なる岡山駅前にある桃太郎像の
写真をあえて児童に提示して、盛綱像では
ないことに気づいてもらうことで、これか
らいったい何が出てくるんだろうという注
意を引き付ける導入方法とした（写真 7）。
写真 7　盛綱像と桃太郎像
　続いて藤戸寺と藤戸合戦・佐々木盛綱先
陣大絵図を示し、この合戦の後に藤戸寺に
供えられた饅頭が「藤戸饅頭」の起源であ
り、そしてその饅頭が今では藤戸饅頭本舗
で売られていることを説明した。またこの
絵図を使い、描かれている藤戸寺や当時は
海であった現在の小学校の位置を示しなが
ら説明を行った（写真 8）。
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写真 11　セルフチェックシート
　使用するチェックシートは毎日楽しく
チェックできるよう、A 小学校の給食キャ
ラクターを用いた。このキャラクターは児
童も一緒に考えたものである。さらに一週
間がんばってゴールすることが出来たらメ
ダルを用意していることを伝えた。
　対象学年の児童に楽しんで覚えてもらい
やすい授業にするため、最後に①の「地域
を知ろう」、②の「感謝の心」、③の「残さ
ず食べよう」の要点を替え歌にして、振り
付きで一緒に歌ってもらうことで意識の定
着と向上を図った（写真 12）。
写真 12　一緒に歌って踊っている様子
れていること、その食材は地元で採れたも
のであること（地産地消）、そして地域の
生産者・流通業者・卸売市場・学校給食調
理担当者など、多くの人が関わって「給
食」として自分達の元に届けられているこ
とを、媒体を用いて説明を行い、食材か
ら給食ができあがるまでの過程を生産者か
ら順を追って確認できるようにした（写真
10）。
写真 10　給食に関わる人たちについて
③「残さず食べよう」
　①の「地域を知ろう」、②の「感謝の心」
を踏まえて「残さず食べよう」ということ
で、来週の一週間（11 月 12 日〜 16 日）、
その日の給食をどれだけ頑張って食べるこ
とができたかセルフチェックを行うことを
伝えて、チェックシート（写真 11）を配
布し、まず「給食でがんばりたいこと、が
んばっていること」を記入してもらい、そ
の後やり方について説明した。
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４．考　察
　セルフチェックの結果では、給食を完食
できたとする児童が大半を占める一方で、
残量自体は少なくなかった。この理由とし
て、残量中には食べ残した量だけでなく、
配膳された量を食べる前に自分の食べられ
る量まで減らした分も含まれていることが
あげられる。
　また全残量中に占める対象学年の割合が
特に高かった 4 日目と 5 日目の献立をみる
と、4 日目は主食：玄米入りごはん、主菜：
このしろのレモンみそだれ、副菜：チンゲ
ン菜のおひたし、5 日目は主菜：秋野菜の
シチュー、副菜：水菜のサラダであった。
栄養技師によると、特に低学年では玄米、
魚、野菜など、噛む必要があり食べるのに
時間のかかる献立は残る傾向にあるとのこ
とであった。
　小学校 5・6 年生の児童を対象に行われ
た、給食の食べ残しに関する調査報告 10）
では、果物の残菜率が他の献立と比較して
高かったことが報告されている。この理由
として、果物が嫌いな児童が多いこととあ
わせて、果物の皮をむくことが面倒と感じ
る児童がいたという可能性が考えられると
している。これより、残す理由は好き嫌い
だけでなく、食べるのに時間がかかる、食
べるのが面倒だと感じることもあることが
わかる。今回の対象であった 2 年生では、
低学年である分この傾向がより強かったこ
とが推察される。
　児童のアンケート結果でも、「ときどき
残す」および「いつも残す」と答えた児童
の理由は、「量が多い」、「嫌いなものがあ
る」、「時間がない」がほぼ同じ割合であっ
た。このように食事の食べ残しについては
食べ残す理由をまず明らかにすることが必
要である。食べ残す理由は、自分の嫌いな
食べ物であることだけではなく、食べきれ
　その後に、振り返りとして、授業の感想
を発表してもらった。
（4）セルフチェックより
　授業を行った翌週 5 日間（11 月 12 日〜
16 日）の給食の喫食状況を児童にセルフ
チェックしてもらった。セルフチェックの
回収数は 97 枚であり、曜日別に欠席や体
調不良等でチェックができなかった児童を
除いて集計した。その結果、5 日間の平均
では「完食できた」が 86.2％、「完食はで
きなかったが頑張って食べた」が 10.4％で
あり、この 2 つをあわせると 96.6％を占め
ていた（表 1）。
表 1　セルフチェックの結果
　一方、対象学年の残量（3 日目にあたる
11 月 14 日は実施されていない）をみると、
4 日目の主食と主菜の残量は、それぞれ全
残量中に占める割合が 50％を超えており、
4 日目の副菜および 5 日目の主菜と副菜も
40 〜 50％を占めていた（図 3）。
図 3　残量の状況
（全体残量中に占める対象学年の割合）
（%）
n
完食できた
完食はできな
かったが頑張っ
て食べた
残してしまった
1日目　11月12日（月）　 95 85.9 12.9 1.2
2日目　11月13日（火） 97 88.9 6.2 4.9
3日目　11月14日（水） 97 89.5 8.5 2.0
4日目　11月15日（木） 96 77.3 18.2 4.4
5日目　11月16日（金） 96 89.6 6.3 4.1
4.34.012.68均平間日5
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各家庭での対策と支援も求められる。
　望ましい食行動を習慣づけるためには、
学校、地域、そして家庭が連携して取り組
むことが必要であり、そのための支援体制
作りや連携システム構築の検討が今後の課
題と考えられた。
５．要　約
　岡山県の「地域を学んでのこさずたべよ
う事業」（平成 30 年度）では、若い世代に
食品ロスの削減について意識してもらう機
会を与え、削減にむけた取り組みにつなげ
ることを目的としている。方法は、大学生
が主体となり、小学生を対象とした食品ロ
スの削減についての授業を考えて、実施す
るというものである。授業内容には、フィー
ルドワークを通して対象地域の土壌・気候・
風土等を調べ、その結果をもとに、小学生
にわかりやすい内容であることと、若者の
視点や発想を生かした授業であることが求
められていた。
　対象地域でのフィールドワーク、授業内
容の立案、そして授業の実施という一連の
活動を通して、残さず食べてもらうために
は、学校、地域、家庭との連携が必要であ
り、支援体制作りや連携システムの構築が
今後の課題と考えられた。
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